文化財建造物耐震診断・耐震補強データベース
重要文化財○○○○　耐震診断・耐震補強概要
[bookmark: _Hlk486953608]
●種別：木造　伝統的木造建築物（社寺）：寺院本堂、神社本殿、塔、鐘楼、社寺その他、
伝統的木造建築物（民家・住宅）：農家、町家、書院、住宅、土蔵、長屋門、門、
　　　　　　　　伝統的木造建築物（城郭建築）：天守、櫓、多聞櫓、門
　　　　　　　　洋風木造建築物
木骨煉瓦造、煉瓦造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造、その他（　　　　　　） 
土木構造物（　　　　）

●基本情報
文化財名称：
文化財種別（指定年月日）：　　（　　　　　）
所在地：
所有者（管理団体）：　　　　（　　　　　）
構造形式：
建築年：
事業名称：
事業期間：
工事種別：
事業者：
設計監理：
構造設計（担当者）：
出典、診断書、報告書： 
写真（1～2点程度）、平面図



●基本情報
　1階床面積
　2階床面積
　建物高さ
　軒の高さ

＜耐震診断＞
●耐震診断法
　限界耐力計算（等価線形化法）、エネルギー一定則法、時刻歴応答解析、保有水平耐力計算、その他
　準拠基準、マニュアル、参考資料

●必要耐震性能の設定
　□機能維持水準、■安全確保水準、□復旧可能水準

●過去の特筆すべき歴史地震、地震被害
　
●地盤条件・地震力
　地盤種別　□第１種、□第２種、□第３種
地盤増幅率Gsの設定　□精算法、□略算法　Gs=　　　　（固有周期　　以上）
　地震地域係数Z　Z=
　液状化の有無　□有　□無
　傾斜地、崖地　□有（補正係数　　　　）□無
　採用地震波（告示波、サイト波）

●風圧力

●クライテリア
　地震：
　風：

●設計条件

●重量・荷重
　建物重量：　　　　　　 kN
　㎡あたり重量：　　　　 kN/m2　
荷重（地震力計算用）
　　固定荷重（地震力計算用）：　　　kN
　　積載荷重（地震力計算用）：　　　kN　　　
　　積雪荷重（地震力計算用）：　　　kN

●外力分布（Ai分布）

●固有周期と振動計測
　固有周期計算値（初期）：
　固有周期計算値（応答時）：
　固有周期測定値（常時微動　人力加振　地震時観測）： 
●架構のモデル化、使用ソフト

●耐震要素
　土壁
　板壁
　漆喰壁
　柱の傾斜復元力
　貫
　差鴨居
　筋交
　方杖
　水平構面　　　□剛床　　□柔床（□弾性　　□弾塑性）
　柱脚の設定　　支持条件　□ピン　　　□バネ（モデル化：　　　　）
浮上り　　□考慮　□考慮なし
PΔ効果　　　	□考慮　□考慮なし

●建物の復元力特性
　　層せん断力Q
　　層せん断力係数Cb　
　　等価粘性減衰定数　ｈ％

●診断結果
　復原力特性図、診断結果（表及び図）、結果まとめ表（地震、風）

●その他構造性能確認（鉛直荷重等）
　□柱の折損

　□柱脚の浮き上がり、滑り

　□局所的な破損（建物の一体性、向拝、庇、下屋など）

　□非構造部材（天井、瓦、照明器具、その他（　　　　　））

＜耐震補強＞
●補強の方針
　文化財として考慮すべき項目（保存すべき意匠、空間、部材等）

　補強の必要性能

●補強方針決定経緯

●補強方法

●補強後の構造性能
　復原力特性図、診断結果（表及び図）、結果まとめ表（地震、風）
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